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当社株式の業績基準に係る猶予期間からの解除に関するお知らせ 

 

 当社は、本日、第 17期有価証券報告書を提出し、2019年３月期において営業利益及び営業キャッシュ・

フローがプラスを計上したことから、業績基準に係る上場廃止の猶予期間から解除されましたので、下記

のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 対象となる法定開示書類 

第 17期 有価証券報告書（自 平成 30年４月１日  至 平成 31年３月 31日） 

 

2. 業績基準を充足するに至った経緯 

  当社は、2018年３月期において、同期を含めて４期連続して営業利益及び営業キャッシュ・フローが

マイナスを計上したことから、有価証券上場規程第 604条の４第１項第１号（関連規則は同第 604条の

２第１項第２号）に定める上場廃止基準に係る猶予期間入りとなりました。 

  本件につき、上記のとおり 2019年３月期の営業利益及び営業キャッシュ・フローがプラスを計上いた

しましたので、本日、株式会社東京証券取引所より、当社株式の業績基準に係る上場廃止の猶予期間入

り銘柄からの解除が発表されました。 

   

3. 今後の見通し 

  当社のコア事業である「総合ケアセンター」は、先例のない先進的事業であるため、2013年に開始以

来、運営ノウハウの蓄積、事業モデルの確立に時日を要し、かつ集中的なセンター拠点の開設に伴う先

行投資と初期赤字の累積により、過年度において長期間にわたる赤字決算に耐えてきました。 

  2018年度以降は、事業モデルの確立に伴う稼働率向上により、先行投資の収益寄与の局面に入り着実

に増収増益基調を持続しつつあります。 

  今後、「地域包括ケアシステム」の推進主体としての総合ケアセンターの先進的機能を一段と強化する

ととともに、高齢者向け生活支援サービスや経営支援サービスの拡大を目指し、フード事業、人材事業、 

 物販事業、ケアレンタル事業、建設事業、ブロックチェーン技術関連事業等多様なサービスラインナッ

プによる高齢社会のインフラ機能を志向しつつ、業容・利益の着実な成長を図ってまいります。 

 

  株主・投資家の皆様には、今後とも格別のご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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